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小型ブルーチップオープン 
運用報告書(全体版) 

 
第47期（決算日2020年１月30日） 

 
作成対象期間（2019年７月31日～2020年１月30日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 1996年７月31日から2021年７月30日までです。 

運 用 方 針 

わが国の金融商品取引所に上場（これに準ずるものを含みます。）している中小型株※を実質的な主要投資対象とし、信託財産の成長を
目標に積極的な運用を行うことを基本とします。銘柄の選定にあたっては、リサーチに基づいたボトムアップにより、中長期的視点に
立った成長性に焦点を当て、バリュエーションを勘案して銘柄を選択します。この際、組入銘柄の業種分散は特に行いません。 
株式の実質組入比率は、基本的に高位で臨みます。 
※ファンドにおいて中小型株の分類は、時価総額や発行済株式数その他を総合的に勘案して行います。 

主な投資対象 

小型ブルーチップ 
オープン 

親投資信託である小型ブルーチップオープン マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、直接
株式等に投資する場合があります。 

小型ブルーチップ 
オープン マザーファンド 

わが国の金融商品取引所に上場している中小型株を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

小型ブルーチップ 
オープン 

株式への実質投資割合には、制限を設けません。 

小型ブルーチップ 
オープン マザーファンド 

株式への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
年２回の毎決算時に繰越分を含めた利子・配当収入と売買益等から基準価額水準等を勘案して分配します。留保益の運用については、
特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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小型ブルーチップオープン

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 

基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

Russell/Nomura 
Mid-Small Cap 
インデックス 
( 配 当 込 み ) 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

43期(2018年１月30日) 14,199 240 24.8 952.14 16.4 98.7 － 14,124 

44期(2018年７月30日) 13,052 150 △ 7.0 913.41 △ 4.1 97.4 － 12,688 

45期(2019年１月30日) 10,703 40 △17.7 803.59 △12.0 97.3 － 10,061 

46期(2019年７月30日) 11,094 50 4.1 809.72 0.8 98.2 － 10,150 

47期(2020年１月30日) 12,609 170 15.2 859.08 6.1 98.3 － 11,430 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 

基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

Russell/Nomura 
Mid-Small Cap 
インデックス 
( 配 当 込 み ) 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2019年７月30日 11,094 － 809.72 － 98.2 － 

７月末 11,030 △ 0.6 804.17 △ 0.7 97.9 － 

８月末 10,822 △ 2.5 774.74 △ 4.3 97.6 － 

９月末 11,573 4.3 823.93 1.8 97.3 － 

10月末 12,231 10.2 867.37 7.1 97.2 － 

11月末 12,743 14.9 886.61 9.5 98.4 － 

12月末 13,169 18.7 897.40 10.8 97.7 － 

(期  末)       

2020年１月30日 12,779 15.2 859.08 6.1 98.3 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

Russell/Nomura Mid-Small Capインデックスは、Russell/Nomura日本株インデックスのサイズ別指数です。 

Russell/Nomura Total Marketインデックスは、わが国の全金融商品取引所上場銘柄の全時価総額の98％超をカバーしています。このうち、

時価総額下位約50％の銘柄によりRussell/Nomura Mid-Small Capインデックスが構築されています。Russell/Nomura日本株インデックスにお

ける「時価総額」による分類は、安定持ち株控除後の時価総額を指しています。対象銘柄は毎年12月に見直されます。 

（注）Russell/Nomura日本株インデックスはラッセル・インベストメントと野村證券株式会社が作成している株式の指数で、当該指数に関

する一切の知的財産権その他一切の権利はラッセル・インベストメントと野村證券株式会社に帰属しております。また、ラッセル・

インベストメントと野村證券株式会社は、当該インデックスの正確性、完全性、信頼性、有用性を保証するものではなく、ファンド

の運用成果等に関して一切責任を負うものではありません。 
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◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2019年７月30日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）ベンチマークは、Russell/Nomura Mid-Small Capインデックス（配当込み）です。ベンチマークは、作成期首（2019年７月30日）の値が

基準価額と同一となるように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は15.2％の上昇 
基準価額は、期首11,094円から期末12,779円（分配金込み）に1,685円の値上がりとなりました。 
 

①の局面（期首～８月下旬） 
（下落） トランプ米大統領による対中追加関税の発動表明で米中貿易摩擦激化への懸念が再燃

したこと。 
（下落） 中国の報復的な対米関税引き上げなどでリスク回避の動きが強まり、一時104円台まで

円高ドル安が進行したこと。 
 

②の局面（８月下旬～期末） 
（上昇） 米中貿易摩擦激化への懸念が和らいだことや、ECB（欧州中央銀行）が３年半ぶりに

金融緩和の強化に踏み切ったこと。 



品 名：90001_140188_047_02_小型ブルーチップオープン_805618.docx 

日 時：2020/2/26 9:45:00 

ページ：3 

 

－ 3 － 

小型ブルーチップオープン

（下落）米国の９月ISM製造業景気指数が2009年６月以来の低水準となったことなどを受けて、
米国の景気後退懸念が台頭したこと。 

（上昇） 米中閣僚級通商協議において中国による米国農産品の購入拡大などで部分合意がなさ
れたことから投資家心理が改善したことや、米国の10月雇用統計が市場予想より堅調
だったこと。 

（上昇） 米中通商協議の進展期待が高まったことや、英下院総選挙に関して市場の懸念が後退
する報道が相次いだこと。 

（下落）新型肺炎の感染拡大によって、中国をはじめとした世界的な景気減速が懸念されたこと。 
 

○投資環境 
期首から10月にかけて、国内株式市場は上昇しました。トランプ米大統領の対中追加関税表

明によって米中貿易摩擦への懸念が高まったことを受けて米国株式市場が急落し、国内株式市
場も大きく下落して始まりました。その後は、香港政府による「逃亡犯条例」改正案の撤回表
明や英下院でのEU（欧州連合）離脱延期法案可決に加えて、米中通商協議再開見通しの報道な
どが好感され、国内株式市場は大きく反発しました。10月に入っても、米中閣僚級通商協議に
おいて中国による米国農産品の購入拡大などで部分合意がなされたことを受けて投資家心理
が改善したことなどから上昇が続きました。 

11月から期末にかけて、国内株式市場は一進一退で推移しました。日本企業の2019年７-９
月期決算が前年同期比減益ながら事前予想の範囲内にとどまったことなどから、国内株式市場
は堅調に推移しました。その後も、英国の総選挙において保守党が大勝し英国のEU離脱を巡
る不透明感が薄らいだことなどから上昇が続き、日経平均株価は一時2018年10月以来の24,000
円台に達しました。2020年１月に入ってからは、イランの司令官殺害を巡って米国とイランの
間の緊張が高まったことや中国の新型肺炎の感染拡大を受けた世界的な景気減速懸念の高ま
りによって下落に転じました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［小型ブルーチップオープン］ 
基本方針として、実質の株式組入比率は高位を維持します。当ファンドは［小型ブルーチッ

プオープン マザーファンド］を高位に組み入れ、期中の実質株式組入比率は90％以上を維持
し、期末は98.3％としました。 

 
［小型ブルーチップオープン マザーファンド］ 

・株式組入比率 
期を通じて90％以上の株式組入比率を維持し、期末には98.5％としました。 
 

・期中の主な動き 
①組入比率を引き上げた業種（銘柄）は、機械（FUJI、ツガミ、NITTOKUなど）、電気機器（ア

ンリツ、レーザーテック、太陽誘電など）、その他金融業（アコム、三菱UFJリース）でした。 
②組入比率を引き下げた業種（銘柄）は、情報・通信業（LINE、日鉄ソリューションズ、フジ・
メディア・ホールディングスなど）、電気・ガス業（エフオン）、不動産業（パーク24、京阪
神ビルディング）でした。  
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○当ファンドのベンチマークとの差異 

＊ベンチマーク対比では9.1ポイントのプラス 

今期の基準価額の騰落率は15.2％の上昇とな

り、ベンチマークであるRussell/Nomura Mid-

Small Capインデックス（配当込み）の6.1％の上

昇に対し、9.1ポイント上回りました。 

 

【主な差異要因】 

（プラス要因） 

①ベンチマークに比べてパフォーマンスが良

かった電気機器、精密機器、医薬品、不動産

業などの投資比率が相対的に高かったこと。 

②ベンチマークに比べてパフォーマンスが悪

かった電気・ガス業などの投資比率が相対的

に低かったこと。 

③ベンチマークより多く投資していたレー

ザーテック、トリケミカル研究所、アドバン

テスト、新光電気工業、フジミインコーポ

レーテッドなどが値上がりしたこと。 

 

（マイナス要因） 

①ベンチマークに比べてパフォーマンスが悪かった倉庫・運輸関連業、保険業、ゴム製品など

の投資比率が相対的に高かったこと。 

②ベンチマークに比べてパフォーマンスが良かった建設業、その他製品などの投資比率が相対

的に低かったこと。 

③投資していたエフオン、SOMPOホールディングス、不二製油グループ本社、イリソ電子工

業、日本セラミックなどが値下がりしたこと。 
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◎分配金 

（１） 今期の収益分配は、基準価額の水準などを勘案して１万口当たり170円とさせていただき

ました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第47期 

2019年７月31日～ 
2020年１月30日 

当期分配金 170  

(対基準価額比率) 1.330％ 

 当期の収益 93  

 当期の収益以外 76  

翌期繰越分配対象額 8,047  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

［小型ブルーチップオープン マザーファンド］ 

・期末の状況 

個別銘柄選択を基本とした運用の結果、期末の業種構成はベンチマークに対して、 

①堅調な業績が期待でき、バリュエーションも割安と判断した電気機器、精密機器、医薬品、

機械などを多めに、 

②業績やバリュエーション面で魅力が乏しいと判断した情報・通信業、小売業、陸運業、サー

ビス業などを少なめに投資しています。 

 

・投資環境 

日本経済は、2019年10月の消費税率引き上げの反動による個人消費の落ち込みや新型肺炎の

影響などが懸念される状況です。2019年10-12月期の個人消費は自然災害の影響もあり想定以

上の落ち込みとなった模様です。消費者態度指数は改善傾向にありますが、水準は前回2014年

の消費税率引き上げ時よりも低位にとどまっています。加えて、新型肺炎の流行によるインバ

ウンド消費の落ち込みや生産活動の停滞などが短期的な景気の下押し要因となる可能性が高

まっています。ただし、先行きについては、短期的な外部要因などに左右されにくい人手不足

関連や研究開発などを中心とした設備投資、政府の経済対策による公共投資などに支えられ、
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緩やかな成長を続けるとみています。日銀は2020年１月の決定会合で現状維持のスタンスを継

続しました。同時に公表された展望レポートでは、小幅ながら経済成長見通しの上方修正と物

価見通しの下方修正が示されました。超長期の金利低下などからの悪影響への警戒感は依然と

して根強く、円高加速や明確な景気後退入りがない限り、追加金融緩和には慎重であるとみて

います。当社では、2020年の実質GDP（国内総生産）成長率は前年比＋0.3％と予想しています。 

 

・投資方針 

今後予想される産業構造の変化の中で、経営力、技術力、製品市場の成長性等の面から今後

とも成長が期待される内外の企業および産業構造の変化の中で企業間競争に勝ち残ると思わ

れる内外の企業を選定することを基本とします。 

 

［小型ブルーチップオープン］ 

当ファンドは引き続き第48期の運用に入ります。 

今後の運用に関しましては、前述の投資環境見通しのもとで、ファンドの資金動向に充分配

慮しつつ、主要な投資対象であります［小型ブルーチップオープン マザーファンド］の組み

入れを高位に維持し、基準価額の向上に努めます。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2019年７月31日～2020年１月30日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 100  0.841  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 47)  (0.398)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 46)  (0.387)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  7)  (0.055)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 4   0.036   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  4)  (0.036)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.002   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 104   0.879    

期中の平均基準価額は、11,928円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2019年７月31日～2020年１月30日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
小型ブルーチップオープン マザーファンド 160,082 500,000 275,612 836,600 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2019年７月31日～2020年１月30日) 

 

項 目 
当 期 

小型ブルーチップオープン マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 8,004,683千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 16,171,259千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.49   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年７月31日～2020年１月30日) 

 

＜小型ブルーチップオープン＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜小型ブルーチップオープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 3,725 939 25.2 4,279 855 20.0 

平均保有割合 65.3%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 3,923千円 
うち利害関係人への支払額（B） 878千円 

（B）／（A） 22.4％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2020年１月30日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

小型ブルーチップオープン マザーファンド 3,777,772 3,662,242 11,407,520 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2020年１月30日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

小型ブルーチップオープン マザーファンド 11,407,520 97.7 

コール・ローン等、その他 271,123 2.3 

投資信託財産総額 11,678,643 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2020年１月30日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 11,678,643,669   

 コール・ローン等 271,123,316   

 小型ブルーチップオープン マザーファンド(評価額) 11,407,520,353   

(B) 負債 248,508,334   

 未払収益分配金 154,106,417   

 未払解約金 2,404,600   

 未払信託報酬 91,815,924   

 未払利息 234   

 その他未払費用 181,159   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 11,430,135,335   

 元本 9,065,083,380   

 次期繰越損益金 2,365,051,955   

(D) 受益権総口数 9,065,083,380口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,609円 
 

（注）期首元本額は 9,149,710,582 円、期中追加設定元本額は

496,455,044円、期中一部解約元本額は581,082,246円、１口当た

り純資産額は1.2609円です。 

○損益の状況 (2019年７月31日～2020年１月30日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       12,775   

 受取利息 60   

 支払利息 △       12,835   

(B) 有価証券売買損益 1,530,922,831   

 売買益 1,612,693,071   

 売買損 △   81,770,240   

(C) 信託報酬等 △   91,997,083   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,438,912,973   

(E) 前期繰越損益金 1,615,418,877   

(F) 追加信託差損益金 △  535,173,478   

 (配当等相当額) (  3,211,368,692)  

 (売買損益相当額) (△3,746,542,170)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 2,519,158,372   

(H) 収益分配金 △  154,106,417   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 2,365,051,955   

 追加信託差損益金 △  535,173,478   

 (配当等相当額) (  3,211,662,931)  

 (売買損益相当額) (△3,746,836,409)  

 分配準備積立金 4,083,463,140   

 繰越損益金 △1,183,237,707   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2019年７月31日～2020年１月30日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2019年７月31日～ 
2020年１月30日 

a. 配当等収益(経費控除後) 85,077,942円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 3,211,662,931円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 4,152,491,615円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 7,449,232,488円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 8,217円 

g. 分配金 154,106,417円 

h. 分配金(１万口当たり) 170円 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 170円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2020年１月30日現在) 

＜小型ブルーチップオープン マザーファンド＞ 
 下記は、小型ブルーチップオープン マザーファンド全体(5,579,765千口)の内容です。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

建設業（2.5％）    

協和エクシオ 80.3 79 215,986 

日揮ホールディングス 130.5 128.3 204,125 

食料品（1.9％）    

日清製粉グループ本社 77.7 82.6 148,432 

ヤクルト本社 13.2 － － 

不二製油グループ本社 63.4 65.6 182,433 

化学（6.0％）    

トリケミカル研究所 66 58.8 606,228 

ソフト９９コーポレーション 24 24.6 25,559 

上村工業 86.1 36 281,160 

メック 73.8 77.9 121,524 

医薬品（9.5％）    

協和キリン 180.7 69.5 179,518 

日本新薬 51 42.2 405,964 

中外製薬 55 43.4 454,181 

第一三共 58.9 62.9 460,868 

ヘリオス 54 70.7 128,674 

ゴム製品（1.2％）    

西川ゴム工業 114.8 114.8 199,637 

ガラス・土石製品（3.5％）    

日本電気硝子 41 － － 

ＭＡＲＵＷＡ 5.9 21.6 168,696 

フジミインコーポレーテッド 143 143.3 432,049 

鉄鋼（0.8％）    

ジェイ エフ イー ホールディングス 63.2 104 136,032 

金属製品（1.1％）    

トーカロ － 177.8 193,624 

機械（8.8％）    

三浦工業 72 63.2 244,268 

ツガミ 52.4 242.8 242,314 

オークマ － 31.2 157,872 

ＦＵＪＩ － 122.7 215,829 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

ＮＩＴＴＯＫＵ － 44.1 157,878 

ディスコ 7.7 9.8 257,152 

日進工具 24.4 50.3 147,127 

フクシマガリレイ 34.5 － － 

セガサミーホールディングス － 54.8 82,474 

電気機器（24.0％）    

富士電機 80.9 － － 

アルバック － 51.2 204,288 

アンリツ － 169.6 338,182 

富士通ゼネラル 61.6 95.1 232,234 

横河電機 101 104.4 202,327 

アドバンテスト 173.6 186 1,054,620 

イリソ電子工業 62 － － 

レーザーテック 77 128.1 699,426 

日本セラミック 59 61.1 150,000 

芝浦電子 29 36.2 103,423 

ローム 16.9 24.8 199,640 

新光電気工業 450 347.5 425,687 

太陽誘電 － 70.6 232,274 

ＳＣＲＥＥＮホールディングス 41.7 43 270,470 

精密機器（7.5％）    

島津製作所 202 214.4 675,360 

オリンパス 270 212.5 371,131 

朝日インテック 96.1 79.2 241,560 

その他製品（0.3％）    

アシックス － 32.9 51,817 

電気・ガス業（－％）    

エフオン 405 － － 

陸運業（1.2％）    

京成電鉄 49.2 49.5 197,257 

倉庫・運輸関連業（3.0％）    

住友倉庫 240 223.2 317,836 

上組 76 81.4 189,662 
 

国内株式 
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銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

情報・通信業（1.6％）    

日鉄ソリューションズ 63.4 － － 

ガンホー・オンライン・エンターテイメント 25.3 － － 

ＬＩＮＥ 63.5 － － 

フジ・メディア・ホールディングス 97 － － 

アルゴグラフィックス － 37.9 128,102 

ミロク情報サービス 43 47.6 144,228 

卸売業（1.2％）    

ラクト・ジャパン － 32.3 126,131 

小野建 228 57 77,235 

小売業（3.5％）    

セリア 58.9 61 183,000 

イズミ 38.6 42.5 146,625 

ニトリホールディングス 15.4 15.9 268,869 

銀行業（5.9％）    

コンコルディア・フィナンシャルグループ 785.8 737.6 308,316 

りそなホールディングス 550 568.9 258,565 

千葉銀行 596 565.7 339,420 

十六銀行 － 42.6 97,000 

証券、商品先物取引業（1.1％）    

ＳＢＩホールディングス 77 79.7 196,619 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

保険業（4.1％）    

ＳＯＭＰＯホールディングス 130 130.8 538,503 

Ｔ＆Ｄホールディングス － 141.3 168,994 

その他金融業（4.1％）    

アコム － 491.4 259,459 

日立キャピタル 77 52.7 156,413 

三菱ＵＦＪリース 393.6 407.2 282,189 

不動産業（5.1％）    

東急不動産ホールディングス 620 641.1 493,647 

パーク２４ 65.9 － － 

京阪神ビルディング 380 265.2 388,252 

サービス業（2.1％）    

カカクコム 74.3 66.5 192,983 

プレステージ・インターナショナル 62 － － 

ケネディクス 302.3 301 164,647 

合 計 
株 数 ・ 金 額 8,811 9,018 17,126,009 

銘柄数＜比率＞ 64 66 ＜98.5％＞ 
 
＊各銘柄の業種分類は、期首、期末の各時点での分類に基づいてい

ます。 

＊銘柄欄の（ ）内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。

＊評価額欄の< >内は、このファンドが組み入れているマザーファ

ンドの純資産総額に対する評価額の比率。 

＊評価額の単位未満は切り捨て。 
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